
期間限定のお楽しみ 

 

「保育の友」という、保育士向けの月刊誌があるのですが、その 8月号に掲載されていた子ど

も達の会話です。タイトルは「子どもはみんな 不思議の国の住人」となっていました。 

さて、皆さん、この会話を読んでいただくと、どこから不思議の国の住人らしくなっていくか、

もうおわかりですね？実際はこんなことがあるはずもないのです。しかし、子ども達は、次々と

想像力を駆使して豊かにお話が続いていきます。こんなことは保育園ではよくあるお話で、「そう

そう！」と笑ってしまいました。「おれんち、ライオンきてんぞ！」「おれんとこなんて、ゾウ来

てんぞ！すげ～やろ。」給食を食べながらの楽しい会話、「わたし昨日ハワイ行って来てんよ」「お

れやって、ハワイ行ってきた」と、行った（？）所の会話もよくあります。 

 こんな時、「うそを言ってはいけません！」というべきでしょうか？いえいえ、大人も一緒にな

って彼らの世界に入り、楽しめばいいのです。 

 でも、子どものこうした空想力豊かなファンタジーの世界に大人は時々振り回されます。自分

でぶつかってできたあざが、「おともだちの○○ちゃんが階段で押したしころんだんや」となった

り、「先生と手つないで、青いふたのお薬つけてもらって、また、手つないで帰ってきたー」とお

家で報告し、「何の薬をつけたのですか？」とお母さんが心配になったり。

（園ではお家の方に頼まれていない薬をつけることはありませ

ん）？？？と思われたら、すぐ御連絡をくださいね。 

 わかってしまえば「なんて子どもっておもしろいんだろう！」と笑っ

てしまうのです。大人の心配をよそに、彼らの空想は天駆けり、野を渡

り、すすみます。子どもはこうして次々とファンタジーの世界を繰り広

げ、言葉とイメージを豊かにしていくのです。 

 子どもは、うそ（大人にとっての）をつくものです。小学校に行くと

だんだんこんな世界は楽しめなくなります。期間限定のお楽しみを皆さ

んと共に楽しみたいものですね♪ 

M男 「先生の家、どこにあるの？」 

保育士 「電車に乗って行くと あるんだよ」 

M男 「どーやって行くの？」 

保育士 「あのね、電車に乗って行って、降りたら、前の道をまっすぐ行って、右に曲がって 

信号渡って、左の坂道を登っていった所だよ。」 

M美 「あー知ってる知ってる。赤い屋根のうちだよね。」 

M男 「おれも知ってる。白い壁のうちだよね。」 

保育士 「へぇ～、いつ来たの？」 

A美 「あたしも行ったよ、先生いるとき。だって洗濯物干してあったよ。」 

M美 「そうそう、おふとんだって干してあったよ。」 

保育士 「え～、みんな来てたんだ」 

M男 「うん！そうだよなぁ！」 

みんな 「うん！」 


